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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
日本株アクティブ・ファンド 

 

愛称：凄腕 

 
 

第25期（決算日：2025年10月30日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2000年10月31日設定） 

運用方針 

わが国の株式を主要投資対象とし、中長期的
な信託財産の成長を目標に積極的な運用を行
います。 
株式投資については、資産・利益等と比較し
て株価が割安と判断され、かつ今後の株価上
昇が期待できる銘柄（「真の割安銘柄」）を厳
選し投資します。 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）をベ
ンチマークとし、中長期的に同指数を上回る
投資成果をめざして運用を行います。 
株式の組入比率は、原則として高位を維持し
ます。 

主要運用対象 
わが国の株式（金融商品取引所上場および店
頭登録株式）を主要投資対象とします。 

主な組入制限 
株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。原則とし
て、決算日の基準価額水準が当初元本額
10,000円（10,000口当たり）を超えている場合
に、当期の基準価額上昇分の範囲内で分配し
ます。ただし、分配対象収益が少額の場合に
は分配を行わないことがあります。 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

ファンドマネージャーのコメント
　当期間の運用で主眼を置いたポイントを説明さ
せていただきます。

■投資環境
・国内株式市況は、米国の関税政策を巡る不透明
感が後退し、高市新政権による財政拡張政策へ
の期待が広がったことなどから上昇しました。

■運用のポイント
・株価が割安と判断され、かつ今後の株価上昇が
期待できる「真の割安銘柄」に厳選投資するこ
とにより、ベンチマークを中長期的に上回る投
資成果をめざすべく、運用を行ってまいりまし
た。
・組入銘柄数は概ね52～58銘柄程度で推移させま
した。株価水準や企業の競争力、業績の変化な
どを勘案し、より割安と判断される銘柄への入
れ替えを機動的・継続的に行いました。当期間
では鹿島建設や東宝、セブン＆アイ・ホール
ディングスなどを新規に組み入れました。また、
第一三共やホシザキ、オービックビジネスコン
サルタントなどを全株売却しました。
・また、業種比率については、社内の独自区分な
ども活用して適切に管理することで、ボトム
アップリサーチによる銘柄選択効果に超過収益
の創出を集中する運用に努めました。
・上記の運用を行った結果、組入銘柄の株価上昇
により、基準価額は期間の初めに比べ33.8％
（分配金再投資ベース）の上昇となり、ベンチ
マークの騰落率（25.1％）を8.7％上回りまし
た。

■運用環境の見通しと今後の運用方針
・主要国の金融政策や国内政局の動向については
注視していく必要がありますが、米国の関税動
向については一定の方向性が見えてきており、
国内における賃金上昇を背景とした購買力の高
まりや企業の収益性重視の姿勢による国内企業
業績の拡大が期待できると考えています。
・引き続きチームによるリサーチ体制のもと、ボ
トムアップリサーチを徹底していきます。株式
市場が織り込みきれていない将来的な変化を捉
えることで「真の割安銘柄」を発掘し、パ
フォーマンス向上に努める所存です。

運用担当者
　畑澤　巧

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ＴＯＰＩＸ) 
（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

21期(2021年11月１日) 10,330 2,300 34.2 3,257.65 32.2 95.1 － 7,732 

22期(2022年10月31日) 10,062 0 △ 2.6 3,156.44 △ 3.1 97.7 － 8,104 

23期(2023年10月30日) 11,987 250 21.6 3,743.72 18.6 97.5 － 8,703 

24期(2024年10月30日) 14,222 250 20.7 4,643.72 24.0 97.9 － 9,453 

25期(2025年10月30日) 18,575 450 33.8 5,811.10 25.1 98.5 － 11,683 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ

ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標

章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指

数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ

が有します。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(ＴＯＰＩＸ) 
（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年10月30日 14,222 － 4,643.72 － 97.9 － 

10月末 14,143 △ 0.6 4,629.83 △ 0.3 96.9 － 

11月末 14,447 1.6 4,606.07 △ 0.8 98.1 － 

12月末 15,025 5.6 4,791.22 3.2 99.0 － 

2025年１月末 15,092 6.1 4,797.95 3.3 99.0 － 

２月末 14,552 2.3 4,616.34 △ 0.6 99.3 － 

３月末 14,658 3.1 4,626.52 △ 0.4 97.9 － 

４月末 14,668 3.1 4,641.96 △ 0.0 98.2 － 

５月末 15,749 10.7 4,878.83 5.1 98.2 － 

６月末 16,229 14.1 4,974.53 7.1 98.6 － 

７月末 16,780 18.0 5,132.22 10.5 99.4 － 

８月末 17,448 22.7 5,363.98 15.5 99.1 － 

９月末 17,915 26.0 5,523.68 18.9 98.8 － 

(期  末)       

2025年10月30日 19,025 33.8 5,811.10 25.1 98.5 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第25期：2024年10月31日～2025年10月30日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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ベンチマーク：左目盛

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛
分配金再投資基準価額：左目盛

第 25 期 首 14,222円
第 25 期 末 18,575円
既払分配金 450円
騰 落 率 33.8％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

基準価額は期間の初めに比べ33.8％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（25.1％）を8.7％
上回りました。

ベンチマークとの差異

基準価額の主な変動要因

米国の関税政策を巡る不透明感が後退したことや、高市新政権に
よる財政拡張政策への期待が広がったことなどから国内株式市況
が上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米国のトランプ政権による関税政策により先行きの不確実性が高
まったことなどから一時的に国内株式市況が下落したことが、基
準価額の一時的な下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・FOOD & LIFE COMPANIES、川崎重工業、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グ

ループ、鹿島建設、ソニーグループ
下位５銘柄・・・第一三共、村田製作所、セブン＆アイ・ホールディングス、ルネサスエレクト

ロニクス、オリエンタルランド

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

第25期：2024年10月31日～2025年10月30日

投資環境について

国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年３月下旬にかけて
は、概ね堅調な結果となった国内企業決
算が市況を下支えしたものの、米国大統
領選挙に勝利したトランプ氏の政策に対
する警戒感が高まったことなどを背景に、
一進一退の展開となりました。

４月上旬には、米国のトランプ政権によ
る関税政策により先行きの不確実性が高
まったことなどから大きく下落しました。
４月中旬から期間末にかけては米国の関
税政策を巡る不透明感が後退したことや、
高市新政権による財政拡張政策への期待
が広がったことなどから上昇基調となり
ました。

当該投資信託のポートフォリオについて
株式投資については、資産・利益等と比較し
て株価が割安と判断され、かつ今後の株価上
昇が期待できる「真の割安銘柄」を厳選し投
資しました。
組入銘柄数は、概ね52～58銘柄程度で推移
させました。株価水準や企業の競争力や業績
の変化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行いま
した。当期間では、鹿島建設や東宝、セブン
＆アイ・ホールディングスなど20銘柄を新規
に組み入れました。また、第一三共やホシザ
キ、オービックビジネスコンサルタントなど
19銘柄を全株売却しました。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）
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ファンド ベンチマーク

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（25.1％）
を8.7％上回りました。
プラス要因
業種配分要因：非鉄金属をベンチマークに対してオー

バーウェイトとしていたことや、医薬品
をベンチマークに対してアンダーウェイ
トとしていたことがプラスに寄与しまし
た。

銘柄選択要因：FOOD & LIFE COMPANIES、川崎重工
業をベンチマークに対してオーバーウェ
イトとしていたことがプラスに寄与しま
した。

マイナス要因
業種配分要因：その他製品、証券、商品先物取引業をベンチマークに対してアンダーウェイトと

していたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因：ソフトバンクグループをベンチマークに対して概ねアンダーウェイトとしていた

ことやセブン＆アイ・ホールディングスをベンチマークに対して概ねオーバー
ウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

中長期的な信託財産の成長を目標に、企業の
収益力や資産価値から判断して、株価が割安
な水準にある銘柄を厳選し、ベンチマークで
あるＴＯＰＩＸ（配当込み）を中長期的に上
回る投資成果をめざして運用を行います。組
入銘柄の選択では、「割安な株価」と「経営
戦略の変化（優れたマネジメント力）」の観
点から、より魅力的な銘柄に注目します。
主要国の金融政策や国内政局の動向について
は注視していく必要がありますが、米国の関
税動向については一定の方向性が見えてきて

おり、国内における賃金上昇を背景とした購
買力の高まりや企業の収益性重視の姿勢によ
り国内企業業績の拡大が期待できると考えて
います。
このような投資環境の中、ボトムアップリ
サーチを徹底し、引き続きチームによるリ
サーチ体制のもと、株式市場が織り込みきれ
ていない将来的な変化を捉えることで「真の
割安銘柄」の発掘に努めます。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第25期
2024年10月31日～2025年10月30日

当期分配金（対基準価額比率） 450（2.365％）

当期の収益 335

当期の収益以外 114

翌期繰越分配対象額 8,953

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

2024年10月31日～2025年10月30日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 259 1.647 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (121) (0.769) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (121) (0.769) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (17) (0.110) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 16 0.103 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (16) (0.103)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 275 1.753

期中の平均基準価額は、15,710円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

総経費率
1.65％

運用管理費用（投信会社）
0.77％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

○売買及び取引の状況 (2024年10月31日～2025年10月30日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 2,670 7,506,795 3,004 8,276,241 
 (  525) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） ( )内は株式分割・増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2024年10月31日～2025年10月30日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 15,783,037千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,950,922千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.58   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年10月31日～2025年10月30日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 7,506 156 2.1 8,276 323 3.9 

 
 
 

 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 99 265 558 

 
 
 

 

  

株式 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 1 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 10,478千円 
うち利害関係人への支払額（B） 320千円 

（B）／（A） 3.1％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

○組入資産の明細 (2025年10月30日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（5.8％）    

鹿島建設 － 73.7 367,763 

積水ハウス 24.5 － － 

クラフティア － 22.4 180,297 

インフロニア・ホールディングス 79 67.9 113,189 

食料品（4.4％）    

森永乳業 26.1 33.3 110,622 

ライフドリンク カンパニー 92.8 110.6 220,315 

味の素 16 － － 

東洋水産 15.7 16.4 168,510 

化学（4.4％）    

大阪ソーダ 54.7 69.8 112,796 

三菱ケミカルグループ 164.7 － － 

ＵＢＥ 53.5 48.7 111,182 

ａｒｔｉｅｎｃｅ 24.9 35.3 111,018 

富士フイルムホールディングス 24.6 48 171,072 

医薬品（1.5％）    

住友ファーマ － 102 174,420 

第一三共 42.4 － － 

石油・石炭製品（－％）    

コスモエネルギーホールディングス 11.8 － － 

鉄鋼（1.0％）    

日本製鉄 59.9 180.7 116,208 

非鉄金属（5.7％）    

古河電気工業 － 11.7 122,499 

フジクラ － 8.9 185,164 

ＳＷＣＣ 52.9 46.1 348,055 

金属製品（1.0％）    

日本発條 － 39.4 115,461 

機械（4.0％）    

アマダ 60.3 59 110,064 

三井海洋開発 － 17.9 180,611 

三精テクノロジーズ － 25.5 57,171 

荏原製作所 － 28.1 114,423 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

マースグループホールディングス 42.9 － － 

ホシザキ 32.1 － － 

ＰＩＬＬＡＲ 21.6 － － 

電気機器（24.4％）    

日立製作所 130.5 96.4 478,433 

明電舎 － 34.5 253,575 

ＪＶＣケンウッド 112.8 138.6 174,220 

ジーエス・ユアサ コーポレーション 51.3 － － 

富士通 89.9 95.2 380,800 

ルネサスエレクトロニクス 132.4 60.8 111,233 

パナソニック ホールディングス － 78.7 151,418 

ソニーグループ 33.7 163.1 690,239 

メイコー － 11.3 110,740 

アドバンテスト 19.8 9.5 211,565 

村田製作所 48.7 － － 

東京エレクトロン 7.9 7.5 247,425 

輸送用機器（7.3％）    

川崎重工業 46.1 22.5 272,925 

トヨタ自動車 147.2 142.7 454,499 

スズキ 60.5 49.5 113,231 

精密機器（0.9％）    

ノーリツ鋼機 － 64.4 108,063 

その他製品（1.0％）    

ヨネックス － 29.1 112,180 

ＴＯＰＰＡＮホールディングス 26 － － 

陸運業（2.7％）    

京成電鉄 35.8 － － 

山九 － 28.6 224,081 

丸全昭和運輸 12.2 12.7 86,360 

海運業（－％）    

日本郵船 17.6 － － 

倉庫・運輸関連業（－％）    

三菱倉庫 87 － － 
 

国内株式 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（9.4％）    

ＬＩＮＥヤフー － 190.1 84,822 

オービックビジネスコンサルタント 22.2 － － 

ｅＷｅＬＬ － 23.4 64,677 

東宝 － 38.7 340,173 

カプコン 77.3 66.2 264,800 

ソフトバンクグループ 15.5 12.4 326,120 

卸売業（5.6％）    

兼松 39.4 35 110,180 

三井物産 87.3 67 253,193 

三菱商事 129.4 76.1 280,124 

小売業（3.4％）    

エービーシー・マート 44.8 － － 

セブン＆アイ・ホールディングス － 142.5 280,368 

ＦＯＯＤ ＆ ＬＩＦＥ ＣＯＭＰＡＮＩＥ 84.8 15.6 113,614 

銀行業（9.2％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 316.9 240.4 558,208 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

りそなホールディングス 227.3 216.6 325,983 

みずほフィナンシャルグループ － 34.7 177,317 

保険業（3.4％）    

第一生命ホールディングス 30 131 141,611 

東京海上ホールディングス 36.9 43 249,013 

その他金融業（－％）    

オリックス 28.1 － － 

不動産業（2.4％）    

野村不動産ホールディングス 18 － － 

三菱地所 78.7 85.1 278,872 

サービス業（2.5％）    

オリエンタルランド 37.8 － － 

サイバーエージェント 181 72.6 110,715 

楽天グループ 149.6 175.5 176,289 

合 計 
株 数 ・ 金 額 3,564 3,756 11,507,919 

銘柄数＜比率＞ 54 55 ＜98.5％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

 

 

○投資信託財産の構成 (2025年10月30日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 11,507,919 92.8 

コール・ローン等、その他 898,714 7.2 

投資信託財産総額 12,406,633 100.0 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年10月30日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,406,633,483   

 コール・ローン等 135,670,198   

 株式(評価額) 11,507,919,740   

 未収入金 664,030,821   

 未収配当金 99,011,000   

 未収利息 1,724   

(B) 負債 723,350,346   

 未払金 348,741,012   

 未払収益分配金 283,045,861   

 未払解約金 3,124,491   

 未払信託報酬 88,286,014   

 その他未払費用 152,968   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,683,283,137   

 元本 6,289,908,027   

 次期繰越損益金 5,393,375,110   

(D) 受益権総口数 6,289,908,027口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,575円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 6,647,366,581円 

期中追加設定元本額 172,657,232円 

期中一部解約元本額 530,115,786円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.8575円です。 

 

○損益の状況 (2024年10月31日～2025年10月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 223,085,471   

 受取配当金 222,634,819   

 受取利息 450,051   

 その他収益金 601   

(B) 有価証券売買損益 2,946,014,904   

 売買益 3,476,047,442   

 売買損 △  530,032,538   

(C) 信託報酬等 △  167,774,025   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,001,326,350   

(E) 前期繰越損益金 2,632,608,005   

(F) 追加信託差損益金 42,486,616   

 (配当等相当額) (    280,961,167)  

 (売買損益相当額) (△  238,474,551)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,676,420,971   

(H) 収益分配金 △  283,045,861   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,393,375,110   

 追加信託差損益金 42,486,616   

 (配当等相当額) (    280,961,167)  

 (売買損益相当額) (△  238,474,551)  

 分配準備積立金 5,350,888,494   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2024年10月31日～ 
2025年10月30日 

費用控除後の配当等収益額 211,274,180円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 2,790,052,170円 

収益調整金額 280,961,167円 

分配準備積立金額 2,632,608,005円 

当ファンドの分配対象収益額 5,914,895,522円 

１万口当たり収益分配対象額 9,403円 

１万口当たり分配金額 450円 

収益分配金金額 283,045,861円 
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三菱ＵＦＪ 日本株アクティブ・ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 450円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①東京証券取引所の取引時間の延伸に伴い、申込締切時間の変更を行いました。詳細は、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）か

ら当該ファンドページの目論見書をご覧ください。 

（2024年11月５日） 

②投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 

 

 


